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令和５年６月１７日 

荒川区立第五中学校 

第二学年 第５４号 
せいと 

「いろいろな思いの運動会」 

 

 僕は今回の運動会にとても思うところがありました。なぜなら僕は運動会実行委員として絶対に成

功させたかったからです。 

 クラスで力を入れたのは、「大縄跳び」です。大縄はみんなで一緒に跳び数を競う協力が大事になっ

てくる競技です。なぜ、この競技に力を入れたのかというと、僕たちのクラスは運動が得意でない人

が多いので、「走る」競技は他のクラスに圧倒されてしまうからです。大縄なら勝てる自信があったか

らです。ただ、現実はそう上手くいかず、何回もみんなと話し合って、跳べる回数をどうしたらたくさ

ん跳べるのかなどを考えました。その中で可能性のあることを実行していきました。特にみんなで話

し合ったことは、並び方や回し手の回し方、そして声かけです。その結果、かなり跳ぶ回数が増えてい

きました。どんどん良くなっていきましたが、ミスも多くなり、思うようにできなくなっていきました

が、それでも2・3組に追いついて、予行練習では惜しくも負けてしまい、とても悔しい思いをし、ま

た、みんなで話し合いました。 

 当日、リレーで負けてしまい、クラスの人は少し落ち込んでいましたが、僕は大縄は絶対に勝ちたい

と思っていました。本番では女子、男子それぞれ好調 

で、合計 100回を超えており、「勝てる！」と思いま 

した。そして一番難しい男女混合。上手くいかず僕は 

焦りました。しかし、楽しくやろうと思い、笑いながら 

最後まで跳び切ろうと思いました。結果、息があわず、 

他のクラスに差をつけられて負けてしましたいました。 

でもとても楽しかったです。なぜなら本番で、みんなと 

クラス最高記録を出すことができたからです。そして何 

よりみんなと笑いながら運動会を終えることができ、よ 

かったです。今年の運動会が成功し終わり、良かったし、 

来年も実行委員をやりたいと思える運動会でした。絶 

対に来年も実行委員として活躍したいです。（1組・〇〇 〇〇） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「最高の運動会」 

 

 良い運動会になりました。新型コロナウィルス感染症のまん延も落ち着き、本格的にできるようにな

り嬉しかったです。 

 私は運動会実行委員として、みんなの中心となる役割をしました。声かけしたり、みんなをまとめた

りするのがすごく大変でした。放課後も残って前日準備をしたりするのも、すごく大変でした。たくさ

んの人をまとめたりすることが、苦手な私ですが、みんなが協力して助けてくれたから、頑張れたのだ

と思います。すごく嬉しかったです。実行委員をやってみて、良い経験になりました。また、来年も運動

会実行委員として中心に立ちたいです。 

 次に印象に残っているのが「大縄」です。みんな、す 

ごく頑張っていて、練習でも少しずつ成果が出てい 

て、すごいと思いました。本番では合計２００回を超 

える回数を跳ぶことができ、感動しました。疲れてい 

てもあきらめず、声を掛け合って頑張ったことが良 

かったと思うし、何よりクラスの人と楽しむことがで 

きたので、良かったです。 

 最後にソーラン節です。練習がすごくキツかったで 

す。しかし、私はその練習が楽しいと感じていました。 

練習途中で3年生に踊りを見せることがあり、私は 

代表に選ばれ、3年生の列に入り、一緒に踊ることになりました。選ばれた時、すごく嬉しかったです。

本番ではカッコよく踊りきれて最高に嬉しかったし、悔いのないソーラン節になり感動しました。 

 今年の運動会も負けてしまいましたが、みんなで最後までやり抜くことができ、すごく良かったで

す。2年 3組は最高のクラスです。（3組・〇〇 〇〇）  

「全力で取り組んだ運動会」 

 

 「もう諦めよ！」 競技中にそんな言葉が聞こえ、正直私も諦めかけていました。 

 今年は中学生になってから二回目の運動会で、より力を入れて練習に取り組みました。去年は様々な

ことについていくのに必死でした。しかし、今年は係の仕事はもちろん、一回目の練習からラジオ体操

で指先まで手を抜かず、クラス競技では声を掛け合って、気合十分で取り組みました。 

 太陽がメラメラと燃える中、始まった全員リレー。練習ではなかったほど、1位との差がついてしま

い、焦っていました。しかし、みんなでバトンをつなぎ、少しずつ差を縮め、アンカーに繋ぐことが出来ま

した。「頑張れ～」クラスみんなで応援し、最後に 1位を獲ることができ、飛び跳ねるほど、嬉しかった

です。 

 午後、みんなで組んだ円陣から始まった「大縄跳び」。2組の女子は練習でも絶好調で本番でも練習

と同じくらい跳ぶことができました。男子はなかなか跳べなかった予行練習の時より跳べて少し安心し

ていました。しかし、途中経過では最下位でした。そして男女混合。練習の時より跳べず、「もう諦めよ

う」という声が聞こえると同時に「まだ、行けるよ！」という声も聞こえ、私は「今跳んでいる縄には絶対

に引っかからない」という強い気持ちで跳び続けました。結果は2位。1位が獲れず悔しかったけれ

ど、諦めない事の大切さを学び、全員で協力して最後に跳べたことが嬉しかったです。 

 2 組は優勝することができ、全力で取り組めた私は、いい思い出をくることができた、とてもすばらし

い運動会となりました。（2組・〇〇 〇） 


